
2022 年 8 月 16 日(火)、公明党鈴鹿市議団として、「災害対策の強化を求め

る要望書」を、末松則子市長に手渡しました。 

 

 

 

災害対策の強化を求める要望書 

 

 近年、地球温暖化に起因する気候変動により、大型で強い台風や局地的な激しい豪

雨など、かつて経験したことがないような自然災害の脅威にさらされております。 

 最近では、線状降水帯と呼ばれる、次々と発生する発達した雨雲の停滞によって、

数時間にわたり局地的な長雨による浸水・土砂災害の危険性も高まっております。 

 また、本市を含む東海地域を中心に、南海トラフ地震発生の切迫性も高まってきて

おります。 

 自然による災害は、その発生を未然に防ぐことはできませんが、市民の安全を確保

するため、早期かつ正確な情報発信と適切な避難行動につながる訓練の実施、被害を

最小限に食い止めるための防災対策を早急に進めることは可能です。 

 以上のことを踏まえ、下記の事項を要望致します。 

 



 

                 記 

 

1. 線状降水帯による局地的豪雨など最新の情報を基に再点検を実施し、内水ハザー

ドマップの更新を行うこと。 

2. 地域毎の避難所運営マニュアル及び、災害の種類に応じた避難計画を、全ての地

域で策定し、住民参加型で地域の実態に即した訓練を定期的に実施すること。 

3. 市民のマイタイムライン作成を推進すること。 

4. 災害時要援護者リストの充実を図り、個別避難計画の策定と、地域と連携した避

難訓練を実施すること。 

5. 多くの市民がスマートフォンなどで最新の災害情報を受信できるよう、災害情報

アプリの活用を推進すること。 

6. 慢性的浸水被害地域において、側溝整備など排水機能の強化を図ること。 

7. 台風被害に備え、瓦屋根の耐風対策工事に対する補助事業を実施すること。 

8. 大規模災害及び感染症対策の本部や医療従事者などの待機場所として、コンテナ

ホテルの利用協定を進めること。 

9. 避難所の新型コロナウイルス感染防止対策として、検査キットを配備すること。 

10.国・県に対して防災に関連する補助の増額を働きかけること。 

 

                                                                 以上 

 


